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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞周期の制御に重要な役割を果たす転写因子ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、他のファミリーメンバーに見られる転写活性化ドメインと腫瘍抑制タンパク質関連ドメインを欠き、転写阻害に機能するモジュラー抑制ドメインを含んでいます。この遺伝子はクロマチン修飾因子と複合体を形成して相互作用します。この遺伝子の擬似遺伝子は22番染色体とX染色体上に存在します。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年5月]、機能：E2F依存性転写阻害因子。E2認識部位5'-TTTC[CG]CGC-3'を介してDPタンパク質と協調的にDNAに結合します。5'-TTTCCCGC-3' E2F認識部位を優先的に認識します。E2F-6は転写活性化ドメインとポケットタンパク質結合ドメインを欠いています。 E2F依存性遺伝子のサブセットを制御していると思われます。これらの遺伝子の産物は細胞周期の開始に必要ですが、正常な細胞周期の進行には必要ではありません。ヒストンH3-K9メチルトランスフェラーゼ活性を含むクロマチンリモデリング複合体のリクルートメントを介して発現を抑制します。過剰発現は細胞のS期からの退出を遅延させます。,類似性:E2F/DPファミリーに属します。,サブユニット:DRTF1/E2F転写因子複合体の構成要素です。DPファミリーのメンバーとヘテロ二量体を形成します。G0期のE2F6.com-1複合体の一部であり、E2F6、MGA、MAX、TFDP1、CBX3、BAT8、EUHMTASE1、RING1、RNF2、MBLR、L3MBTL2、およびYAF2で構成されています。,組織特異性:調査したすべての組織で発現しています。胎盤、骨格筋、心臓、卵巣、腎臓、小腸、脾臓に最も多く含まれています。
	研究分野
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	E2F6抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	E2F6抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したE2F-6ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	1：500 に希釈した E2F-6 ポリクローナル抗体を使用した HepG2 細胞のウエスタン ブロット解析。

